




 
 

 

 第
２
編

 
各
災
害
に
共
通
す
る
対
策
編

 
 

修
正
前

 
修
正
後

 

○
国
〔
国
土
交
通
省
等
〕
及
び
地
方
公
共
団
体
は
，
緊
急
輸
送
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
，
あ
ら

か
じ
め
運
送
事
業
者
等
と
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
体
制
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

 

○
国
〔
国
土
交
通
省
等
〕
及
び
地
方
公
共
団
体
は
，
緊
急
輸
送
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
，
あ
ら

か
じ
め
，
運
送
事
業
者
等
と
物
資
の
保
管
，
荷
捌
き
及
び
輸
送
に
係
る
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
体
制

の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
際
，
地
方
公
共
団
体
は
，
災
害
時
に
物
資
の
輸
送
拠
点
か
ら

指
定
避
難
所
等
ま
で
の
輸
送
手
段
を
含
め
た
体
制
が
速
や
か
に
確
保
で
き
る
よ
う
，
あ
ら
か
じ
め
，

適
切
な
物
資
の
輸
送
拠
点
を
選
定
し
て
お
く
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

 

（
略
）

 
（
略
）

 

○
国
〔
経
済
産
業
省
，
国
土
交
通
省
〕
及
び
地
方
公
共
団
体
は
，
物
資
の
調
達
・
輸
送
に
必
要
と
な

る
情
報
項
目
・
単
位
の
整
理
に
よ
る
発
注
方
法
の
標
準
化
，
物
資
の
輸
送
拠
点
と
な
る
民
間
施
設
へ

の
非
常
用
電
源
や
非
常
用
通
信
設
備
の
設
置
に
係
る
支
援
，
緊
急
通
行
車
両
等
へ
の
優
先
的
な
燃
料

供
給
等
の
環
境
整
備
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

 

○
国
〔
経
済
産
業
省
，
国
土
交
通
省
〕
及
び
地
方
公
共
団
体
は
，
物
資
の
調
達
・
輸
送
に
必
要
と
な

る
情
報
項
目
・
単
位
の
整
理
に
よ
る
発
注
方
法
の
標
準
化
，
物
資
の
輸
送
拠
点
と
な
る
民
間
施
設
へ

の
非
常
用
電
源
，
燃
料
貯
蔵
設
備
及
び
非
常
用
通
信
設
備
の
設
置
に
係
る
支
援
，
緊
急
通
行
車
両
等

へ
の
優
先
的
な
燃
料
供
給
等
の
環
境
整
備
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

 

（
略
）

 
（
略
）

 

７
 
避
難
の
受
入
れ
及
び
情
報
提
供
活
動
関
係

 
７

 
避
難
の
受
入
れ
及
び
情
報
提
供
活
動
関
係

 

（
新
設
）

 
○
市
町
村
は
，
指
定
緊
急
避
難
場
所
や
避
難
所
に
避
難
し
た
ホ
ー
ム
レ
ス
に
つ
い
て
，
住
民
票
の
有

無
等
に
関
わ
ら
ず
適
切
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
，
地
域
の
実
情
や
他
の
避
難
者
の
心
情
等
に
つ
い

て
勘
案
し
な
が
ら
，
あ
ら
か
じ
め
受
け
入
れ
る
方
策
に
つ
い
て
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

 

（
略
）

 
（
略
）

 

(
1
) 
避
難
誘
導

 
(
1
) 
避
難
誘
導

 

（
略
）

 
（
略
）

 

○
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
，
災
害
種
別
一
般
図
記
号
を
使
っ
た
避
難
場
所
標
識
の
見
方
に
関
す
る

周
知
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
，
国
〔
内
閣
府
等
〕
は
，
訪
日
外
国
人
向
け
の
周
知
に
つ
い
て

十
分
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

 

○
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
，
災
害
種
別
一
般
図
記
号
を
使
っ
た
避
難
場
所
標
識
の
見
方
に
関
す
る

周
知
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
，
国
〔
内
閣
府
等
〕
は
，
訪
日
外
国
人
向
け
の
周
知
に
つ
い
て

十
分
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

 

（
新
設
）

 
○
国
〔
国
土
地
理
院
〕
は
，
発
災
時
の
避
難
誘
導
や
応
急
活
動
を
支
援
す
る
た
め
，
避
難
路
，
緊
急

輸
送
道
路
な
ど
防
災
上
重
要
な
経
路
を
構
成
す
る
道
路
や
災
害
時
の
拠
点
と
な
る
公
共
施
設
，
指
定

緊
急
避
難
場
所
等
を
反
映
し
た
地
理
空
間
情
報
の
整
備
，
公
開
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

 

（
略
）

 
（
略
）

 

(
3
) 
指
定
避
難
所

 
(
3
) 
指
定
避
難
所
等

 

（
略
）

 
（
略
）

 

○
市
町
村
は
，
指
定
避
難
所
と
な
る
施
設
に
つ
い
て
は
，
必
要
に
応
じ
，
良
好
な
生
活
環
境
を
確
保

す
る
た
め
に
，
換
気
，
照
明
等
の
施
設
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

 

○
市
町
村
は
，
指
定
避
難
所
と
な
る
施
設
に
つ
い
て
は
，
必
要
に
応
じ
，
良
好
な
生
活
環
境
を
確
保

す
る
た
め
に
，
換
気
，
照
明
等
の
施
設
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
，
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
を
含
む
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
，
感
染
症
患
者
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
を
含
め
，
平

常
時
か
ら
防
災
担
当
部
局
と
保
健
福
祉
担
当
部
局
が
連
携
し
て
，
必
要
な
場
合
に
は
，
ホ
テ
ル
や
旅

館
等
の
活
用
等
を
含
め
て
検
討
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

 

（
略
）

 
（
略
）

 

○
市
町
村
は
，
指
定
避
難
所
又
は
そ
の
近
傍
で
地
域
完
結
型
の
備
蓄
施
設
を
確
保
し
，
食
料
，
飲
料

水
，
常
備
薬
，
炊
き
出
し
用
具
，
毛
布
等
避
難
生
活
に
必
要
な
物
資
等
の
備
蓄
に
努
め
る
も
の
と
す

る
。

 

○
市
町
村
は
，
指
定
避
難
所
又
は
そ
の
近
傍
で
地
域
完
結
型
の
備
蓄
施
設
を
確
保
し
，
食
料
，
飲
料

水
，
常
備
薬
，
マ
ス
ク
，
消
毒
液
，
炊
き
出
し
用
具
，
毛
布
等
避
難
生
活
に
必
要
な
物
資
等
の
備
蓄

に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

 

（
略
）

 
（
略
）

 

（
第
１
章

 
災
害
予
防
）
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67



 
 

 

 第
２
編

 
各
災
害
に
共
通
す
る
対
策
編

 
 

修
正
前

 
修
正
後

 

(
1
) 
指
定
避
難
所
の
開
設

 
(
1
) 
指
定
避
難
所
の
開
設

 

（
略
）

 
（
略
）

 

○
市
町
村
は
，
指
定
避
難
所
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
回
復
に
時
間
を
要
す
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
や
，

道
路
の
途
絶
に
よ
る
孤
立
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
，
あ
ら
か
じ
め
指
定
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
た
と
し
て
も
原
則
と
し
て
開
設
し
な
い
も
の
と
す
る
。

 

○
市
町
村
は
，
指
定
避
難
所
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
回
復
に
時
間
を
要
す
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
や
，

道
路
の
途
絶
に
よ
る
孤
立
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
，
当
該
地
域
に
指
定
避
難
所
を
設
置
・
維

持
す
る
こ
と
の
適
否
を
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。

 

（
新
設
）

 
○
市
町
村
は
，
避
難
所
を
開
設
し
た
場
合
に
関
係
機
関
等
に
よ
る
支
援
が
円
滑
に
講
じ
ら
れ
る
よ

う
，
避
難
所
の
開
設
状
況
等
を
適
切
に
都
道
府
県
に
報
告
し
，
都
道
府
県
は
，
そ
の
情
報
を
国
〔
内

閣
府
等
〕
に
共
有
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

 

（
略
）

 
（
略
）

 

(
2
) 
指
定
避
難
所
の
運
営
管
理
等

 
(
2
) 
指
定
避
難
所
の
運
営
管
理
等

 

（
略
）

 
（
略
）

 

○
市
町
村
は
，
指
定
避
難
所
に
お
け
る
生
活
環
境
が
常
に
良
好
な
も
の
で
あ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。
そ
の
た
め
，
食
事
供
与
の
状
況
，
ト
イ
レ
の
設
置
状
況
等
の
把
握
に
努
め
，
必
要
な
対
策
を

講
じ
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
，
避
難
の
長
期
化
等
必
要
に
応
じ
て
，
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
状
況
，

簡
易
ベ
ッ
ド
等
の
活
用
状
況
，
入
浴
施
設
設
置
の
有
無
及
び
利
用
頻
度
，
洗
濯
等
の
頻
度
，
医
師
，

保
健
師
，
看
護
師
，
管
理
栄
養
士
等
に
よ
る
巡
回
の
頻
度
，
暑
さ
・
寒
さ
対
策
の
必
要
性
，
食
料
の

確
保
，
配
食
等
の
状
況
，
し
尿
及
び
ご
み
の
処
理
状
況
な
ど
，
避
難
者
の
健
康
状
態
や
指
定
避
難
所

の
衛
生
状
態
の
把
握
に
努
め
，
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
，
必
要
に

応
じ
，
指
定
避
難
所
に
お
け
る
家
庭
動
物
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

 

○
市
町
村
は
，
指
定
避
難
所
に
お
け
る
生
活
環
境
が
常
に
良
好
な
も
の
で
あ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。
そ
の
た
め
，
食
事
供
与
の
状
況
，
ト
イ
レ
の
設
置
状
況
等
の
把
握
に
努
め
，
必
要
な
対
策
を

講
じ
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
，
避
難
の
長
期
化
等
必
要
に
応
じ
て
，
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
状
況
，

簡
易
ベ
ッ
ド
等
の
活
用
状
況
，
入
浴
施
設
設
置
の
有
無
及
び
利
用
頻
度
，
洗
濯
等
の
頻
度
，
医
師
，

保
健
師
，
看
護
師
，
管
理
栄
養
士
等
に
よ
る
巡
回
の
頻
度
，
暑
さ
・
寒
さ
対
策
の
必
要
性
，
食
料
の

確
保
，
配
食
等
の
状
況
，
し
尿
及
び
ご
み
の
処
理
状
況
な
ど
，
避
難
者
の
健
康
状
態
や
指
定
避
難
所

の
衛
生
状
態
の
把
握
に
努
め
，
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

 

（
新
規
）

 
○
市
町
村
は
，
必
要
に
応
じ
，
指
定
避
難
所
に
お
け
る
家
庭
動
物
の
た
め
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

等
に
努
め
る
と
と
も
に
，
獣
医
師
会
や
動
物
取
扱
業
者
等
か
ら
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
，

連
携
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

 

（
新
設
）

 
○
市
町
村
は
，
被
災
地
に
お
い
て
感
染
症
の
発
生
，
拡
大
が
み
ら
れ
る
場
合
は
，
防
災
担
当
部
局
と

保
健
福
祉
担
当
部
局
が
連
携
し
て
，
感
染
症
対
策
と
し
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。

 

（
略
）

 
（
略
）

 

８
 
被
災
者
等
へ
の
的
確
な
情
報
伝
達
活
動

 
８

 
被
災
者
等
へ
の
的
確
な
情
報
伝
達
活
動

 

（
略
）

 
（
略
）

 

(
1
) 
被
災
者
へ
の
情
報
伝
達
活
動

 
(
1
) 
被
災
者
へ
の
情
報
伝
達
活
動

 

○
非
常
本
部
等
，
指
定
行
政
機
関
，
公
共
機
関
，
地
方
公
共
団
体
及
び
事
業
者
は
，
被
災
者
の
ニ
ー

ズ
を
十
分
把
握
し
，
災
害
の
状
況
に
関
す
る
情
報
，
安
否
情
報
，
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
交
通
施
設
等
公

共
施
設
等
の
復
旧
状
況
，
医
療
機
関
等
の
生
活
関
連
情
報
，
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
講
じ
て
い
る
施
策

に
関
す
る
情
報
，
交
通
規
制
，
被
災
者
生
活
支
援
に
関
す
る
情
報
等
，
被
災
者
等
に
役
立
つ
正
確
か

つ
き
め
細
や
か
な
情
報
を
適
切
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
，
そ
の
際
，
要
配
慮
者
，
在
宅
で

の
避
難
者
，
応
急
仮
設
住
宅
と
し
て
供
与
さ
れ
る
賃
貸
住
宅
へ
の
避
難
者
，
所
在
を
把
握
で
き
る
広

域
避
難
者
，
在
日
外
国
人
，
訪
日
外
国
人
に
配
慮
し
た
伝
達
を
行
う
も
の
と
す
る
。

 

○
非
常
本
部
等
，
指
定
行
政
機
関
，
公
共
機
関
，
地
方
公
共
団
体
及
び
事
業
者
は
，
被
災
者
の
ニ
ー

ズ
を
十
分
把
握
し
，
災
害
の
状
況
に
関
す
る
情
報
，
安
否
情
報
，
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
交
通
施
設
等
公

共
施
設
等
の
復
旧
状
況
，
医
療
機
関
，
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
，
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
の
生
活
関

連
情
報
，
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
講
じ
て
い
る
施
策
に
関
す
る
情
報
，
交
通
規
制
，
被
災
者
生
活
支
援

に
関
す
る
情
報
等
，
被
災
者
等
に
役
立
つ
正
確
か
つ
き
め
細
や
か
な
情
報
を
適
切
に
提
供
す
る
も
の

と
す
る
。
な
お
，
そ
の
際
，
要
配
慮
者
，
在
宅
で
の
避
難
者
，
応
急
仮
設
住
宅
と
し
て
供
与
さ
れ
る

賃
貸
住
宅
へ
の
避
難
者
，
所
在
を
把
握
で
き
る
広
域
避
難
者
，
在
日
外
国
人
，
訪
日
外
国
人
に
配
慮

し
た
伝
達
を
行
う
も
の
と
す
る
。

 

（
第
２
章

 
災
害
応
急
対
策
）
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1 

令和２年５月 21 日 

府 政防第 939 号 

消 防 災 第 87 号 

健感発 0521 第１号 

都 道 府 県 

各  保健所設置市 殿 

特 別 区  

内閣府政策統括官（防災担当）付 

参事官（避難生活担当） 

消 防 庁 国 民 保 護 ・ 防 災 部 

防  災  課  長 

厚 生 労 働 省 健 康 局 

結 核 感 染 症 課 長 

避難所における新型コロナウイルス感染症への対応の参考資料について 

 新型コロナウイルス感染症の現下の状況を踏まえ、災害が発生し避難所を開設する場合には、感

染症対策に万全を期すことが重要となっており、「避難所における新型コロナウイルス感染症への

対応について」（令和２年４月１日付け府政防第 779 号他）及び「避難所における新型コロナウイ

ルス感染症への更なる対応について」（令和２年４月７日付け事務連絡）等を発出したところです。 

 これらの通知及び事務連絡等においては、十分なスペースの確保、発熱、咳等の症状が出た者の

ための専用のスペースの確保等について助言したところですが、このたび、これらの対応の検討に

資するよう、新型コロナウイルス感染症対応時の避難所全体のレイアウト・動線、健康な者の滞在

スペースのレイアウト、発熱・咳等の症状が出た者や濃厚接触者をやむを得ずそれぞれ同室にする

場合のレイアウトの例について作成しましたので、平時の事前準備及び災害時の対応を行うに当た

っての参考としていただくようお願いします。 

なお、この資料は、今後、新型コロナウイルス感染症の状況や新たに得られた知見等を踏まえ、

更新されるものであることを申し添えます。 

貴都道府県内の市町村防災担当主管部局に対しても、その旨周知していただきますようお願いい

たします。 

本件通知は、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 245 条の４第１項の規定に基づく技術的助

言であることを申し添えます。 

防災担当主管部（局）長 

衛生主管部（局）長 

＜連絡先＞ 

内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（避難生活担当）付 

赤司、長谷川、秋吉、山元 

TEL 03-3501-5191（直通） 

消防庁国民保護・防災部防災課 

神田、舘野 

TEL 03-5253-7525（直通） 

厚生労働省健康局結核感染症課 

加藤、榊原 

TEL 03-3595-2257（直通） 

別添３
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軽
症
者
等

（
一
時
的
）

専
用

ト
イ
レ

専
用

ト
イ
レ

発
熱
者
等
ｿ
ﾞｰ
ﾝ

物
資

保
管
場
所

女
性
更
衣
室

男
性
更
衣
室

女
性
ト
イ
レ

男
性
ト
イ
レ

受 付 受 付

物
資

配
布
場
所

お む つ

交 換

授 乳
ス ペ ー ス

避
難
者
ス
ペ
ー
ス

避
難
者
ス
ペ
ー
ス

避
難
者
ス
ペ
ー
ス

高
齢
者

ス
ペ
ー
ス

避
難
者
ス
ペ
ー
ス

情 報 掲 示 板

特
設
公
衆
電
話

＜
専

用
ス
ペ
ー
ス
＞

1
F2
F

＜
集
合
ス
ペ
ー
ス
＞ 避

難
者

障
が
い
者

車
い
す

ス
ペ
ー
ス

お
む
つ
・
授
乳

ス ロ ー プ

通
路

の
幅

は
2
m
以

上
を
確

保

受 付

発
熱

者
等
専
用

階
段

発
熱

者
等
専

用
階
段

総
合
受
付
に
て

滞
在
場
所
の
振
り
分
け

発 熱 者 等

要 配 慮 者

一 般 の 避 難 者

受
付

出 入 口

受
付

時
で
の
チ
ェ
ッ
ク

○
避
難
者
カ
ー
ド
の
記
入

○
発
熱
、
咳
等
、
体
調
の
確
認

○
要
配
慮
等
の
確
認

な
ど

・
体
温
計
（
非
接
触
型
）

・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
（
手
指
用
）

・
次
亜
塩
素
酸
溶
液

・
ハ

ン
ド
ソ
ー
プ
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

・
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド

・
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト

・
使
い
捨
て
手
袋

用
意
す
る
も
の

な
ど

看
護
師
や
保
健
師

に
よ
る
巡
回

手 洗 い 場

看
護
師
や

保
健
師
に
よ
る
巡
回

炊
き
出
し

一
人
分
ず
つ

小
分
け
に
し
て
配
食

専
用

ト
イ
レ

濃
厚
接
触
者
ｿ
ﾞｰ
ﾝ

境
界
線

テ
ー
プ

濃
厚

接
触

者
専
用
階
段

濃
厚

接
触
者

専
用
階
段

出 入 口出 入 口

受 付 濃 厚 接 触 者

要
配
慮
者

妊
産
婦

（
マ
ス
ク
・
体
温
計
持
参
）

着 替 え ス ペ ー ス

男 性 用

着 替 え ス ペ ー ス

女 性 用

専
用

階
段

、
専

用
ト
イ
レ

の
確

保
を
す
る
。
（
専

用
階

段
に
つ
い
て
、
確

保
が

難
し

い
場

合
は

、
時

間
的

分
離

・
消

毒
等

の
工

夫
を
し
た
上

で
兼

用
す
る
こ
と
も
あ
り
得

る
。
健

康
な
者

と
の

兼
用

は
不

可
。
）

専
用

ス
ペ
ー
ス
と
専

用
ト

イ
レ
、
独

立
し
た
動

線
を
確

保
で
き
な
い
場

合
は

、
濃

厚
接

触
者

専
用

避
難

所
を

別
途

開
設

す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

・
軽

症
者

等
は

、
予

め
災

害
時

の
対

応
・
避

難
方

法
等

を
決

め
て
お
く
こ
と
が

望
ま
し
い
。

・
軽

症
者

等
及

び
新

型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

を
発

症
し
た
と
疑

わ
れ

る
者

の
対

応
に
つ
い
て
は

、
防

災
担

当
部

局
と
保

健
福

祉
部

局
等

が
十

分
に
連

携
の

上
で
、
適

切
な
対

応
を
事

前
に
検
討
す
る
。

・
軽

症
者

等
が

一
時

的
に

避
難

所
に
滞

在
す
る
場

合
、

－
敷

地
内

の
別

の
建

物
と
す
る
。

－
同

一
建

物
の

場
合

は
、

動
線

を
分

け
、
専

用
階
段
と
ス
ペ
ー
ス
、

専
用

の
ト
イ
レ
、
専

用
風

呂
等

が
必

要

※
軽

症
者

等
で
あ
っ
て
も

原
則

と
し
て
一

般
の

避
難

所
に
滞

在
す
る
こ
と
は

適
当

で
な
い
こ
と
に
留

意
す
る
。

ｚ
専

用
ト
イ
レ

・
高
齢
者

・
障
が
い
者

・
基

礎
疾

患
を
有

す
る
者

※
上
記
は
全
て
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
災
害
時
に
お
い
て
、
種
々
の
制
約
が
想
定
さ
れ
、
出
来
る
範
囲
で
最
大
限
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
時
の
避
難
所
レ
イ
ア
ウ
ト
（
例
）
<避

難
受
付
時
> Ｒ
２
．
５
．
２
０

第
１
版
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専
用

ト
イ

レ

専
用

ト
イ

レ

発
熱

者
等

ｿ
ﾞｰ

ﾝ

物
資

保
管

場
所

女
性

更
衣

室

男
性

更
衣

室

女
性

ト
イ

レ

男
性

ト
イ

レ

物
資

配
布

場
所

お む つ

交 換

授 乳
ス ペ ー ス

避
難

者
ス

ペ
ー

ス

避
難

者
ス

ペ
ー

ス

避
難

者
ス

ペ
ー

ス

高
齢

者
ス

ペ
ー

ス

避
難

者
ス

ペ
ー

ス

情 報 掲 示 板

特
設

公
衆

電
話

＜
専

用
ス
ペ
ー
ス
＞

1
F2
F

＜
集
合
ス
ペ
ー
ス
＞

障
が

い
者

車
い

す
ス

ペ
ー

ス

お
む

つ
・
授

乳

ス ロ ー プ

通
路

の
幅

は
2
m

以
上

を
確

保

発
熱

者
等

専
用

階
段

発
熱

者
等

専
用

階
段

出 入 口

看
護

師
や

保
健

師
に

よ
る

巡
回

手 洗 い 場

看
護

師
や

保
健

師
に

よ
る

巡
回

炊
き

出
し

一
人

分
ず

つ
小

分
け

に
し

て
配

食

専
用

ト
イ

レ

濃
厚

接
触

者
ｿ
ﾞｰ

ﾝ
境

界
線

テ
ー

プ

濃
厚

接
触

者
専

用
階

段

濃
厚

接
触

者
専

用
階

段

出 入 口出 入 口

要
配

慮
者

妊
産

婦

着 替 え ス ペ ー ス

男 性 用

着 替 え ス ペ ー ス

女 性 用

専
用

ト
イ

レ

・
高

齢
者

・
障

が
い

者

・
基

礎
疾

患
を

有
す

る
者

※
必

要
に

応
じ

て
発

熱
者

の
家

族
用

の
専

用
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

す
る

こ
と

を
検

討
 

発
熱

者 発
熱

者
の

家
族

※

発
熱

者
経

路

受 付 受 付

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
時
の
避
難
所
レ
イ
ア
ウ
ト
（
例
）
<避

難
受
付
以
降
>

Ｒ
２

．
５

．
２

０
第

１
版

※
上

記
は

全
て

実
施

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
が

、
災

害
時

に
お

い
て

、
種

々
の

制
約

が
想

定
さ

れ
、

出
来

る
範

囲
で

最
大

限
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

軽
症

者
等

（
一

時
的

）

・
軽

症
者

等
及

び
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
を

発
症

し
た

と
疑

わ
れ

る
者

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
防

災
担

当
部

局
と

保
健

福
祉

部
局

等
が

十
分

に
連

携
の

上
で

、
適

切
な

対
応

を
事

前
に

検
討

す
る

。

・
軽

症
者

等
が

一
時

的
に

避
難

所
に

滞
在

す
る

場
合

、
－

敷
地

内
の

別
の

建
物

と
す

る
。

－
同

一
建

物
の

場
合

は
、

動
線

を
分

け
、

専
用

階
段

と
ス

ペ
ー

ス
、

専
用

の
ト

イ
レ

、
専

用
風

呂
等

が
必

要

※
軽

症
者

等
で

あ
っ

て
も

原
則

と
し

て
一

般
の

避
難

所
に

滞
在

す
る

こ
と

は
適

当
で

な
い

こ
と

に
留

意
す

る
。

ｚ

専
用

階
段

、
専

用
ト

イ
レ

の
確

保
す

る
。

（
専

用
階

段
に

つ
い

て
、

確
保

が
難

し
い

場
合

は
、

時
間

的
分

離
・
消

毒
等

の
工

夫
を

し
た

上
で

兼
用

す
る

こ
と

も
あ

り
得

る
。

）
（
健

康
な

者
と

の
兼

用
は

不
可

）
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健
康
な
者
の
避
難
所
滞
在
ス
ペ
ー
ス
の
レ
イ
ア
ウ
ト
（
例
）

3
m

3
m

○
家

族
間

の
距

離
を
1
m
以

上
あ
け
る

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
場
合

テ
ー
プ
等
に
よ
る
区
画
表
示

テ
ン
ト
を
利
用
し
た
場
合

○
テ
ン
ト
を
利

用
す
る
場

合
は

、
飛

沫
感

染
を

防
ぐ
た
め
に
屋
根
が
あ
る
方
が
望
ま
し
い
が
、

熱
中
症
対
策
に
十
分
注
意
す
る
こ
と
が
必
要

○
飛
沫
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
少
な
く
と
も
座
位
で
口
元
よ
り
高
い
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
と
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保

す
る
高
さ
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
換
気
を
考
慮
し
つ
つ
、
よ
り
高
い
も
の
が
望
ま
し
い
。

○
一
家
族
が
一
区
画
を
使
用
し
、
人
数
に

応
じ
て
区

画
の

広
さ
は

調
整
す
る

●
体

育
館

の
よ
う
な
広

い
空

間
に
お
い
て
、
健
康
な
者
が
滞
在
す
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

●
感

染
リ
ス
ク
の

高
い
高

齢
者

・
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者
・
障
が
い
者
・
妊
産
婦
等
が
滞
在
す
る
場

合
に
は
、
避
難
所
内
に
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
が

望
ま
し
い
が

、
体

育
館

内
に
専

用
ゾ
ー
ン
を
設
け
、
以
下
と
同
様
の
考
え
方
で
利
用
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

（
例

）
（
例

）

（
例

）

※
人

と
人

の
間

隔
は

、
で
き
る
だ
け
2
m
（
最

低
1
m
）
空
け
る
こ
と
を
意
識
し
て
過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

※
ス
ペ
ー
ス
内
通
路
は
出
来
る
限
り
通
行
者
が

す
れ
違
わ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る

※
上
記
は
全
て
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
災
害
時
に
お
い
て
、
種
々
の
制
約
が
想
定
さ
れ
、
出
来
る
範
囲
で
最
大
限
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

1
m
～

2
m
以

上

1
m
～

2
m
以

上

1
m

～
2
m

以
上

1
m
～

2
m
以

上

1
m
～

2
m
以

上
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

Ｒ
２
．
５
．
２
０

第
１
版
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発
熱
・
咳
等
の
あ
る
者
や
濃
厚
接
触
者
専
用
室
の
レ
イ
ア
ウ
ト
（
例
）

出
入
口

出
入
口

換
気
窓

出
入
口

出
入
口

・
軽
症
者
等
は
、
予
め
災
害
時
の
対
応
・
避
難
方
法
等
を
決
め
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
避
難
所
に
一
時
的
に
滞
在
す
る
場
合
が
あ
る
。

・
感
染
予
防
お
よ
び
医
療
・
保
健
活
動
の
し
や
す
さ
の
観
点
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
感
染

拡
大
状
況
や
、
各
避
難
所
、
活
用
す
る
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、

防
災

担
当

部
局

や
保

健
福

祉
部

局
等

の
連

携
の

も
と
、
必

要
に
応

じ
て
特

定
の

避
難

者
の

専
用

の
避

難
所

を
設

定
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ

る
。

（
例

：
高

齢
者

・
基

礎
疾

患
を
有

す
る
者

・
障

が
い
者

・
妊

産
婦

用
、
発

熱
・
咳

等
の

症
状

の
あ
る
者

用
、
濃

厚
接
触

者
用

）

換
気
窓

換
気
窓

換
気
窓

換
気
窓

※
飛
沫
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
少

な
く
と
も
座
位
で
口
元
よ
り
高
い
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
と
し
と
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
す
る
高
さ
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
換

気
を
考

慮
し

つ
つ
、
よ
り
高

い
も
の

が
望

ま
し
い
。

消
毒
液
等

消
毒
液
等

消
毒
液
等

消
毒
液
等

※
上
記
は
全
て
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
災
害
時
に
お
い
て
、
種
々
の
制
約
が
想
定
さ
れ
、
出
来
る
範
囲
で
最
大
限
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

●
濃

厚
接

触
者

は
、
可

能
な
限

り
個
室
管
理
と
す
る
。
難
し
い
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。

●
発

熱
・
咳

等
の

あ
る
者

は
、
可
能
な
限
り
個
室
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
難
し
い
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。

や
む
を
得

ず
同

室
に
す
る
場

合
は
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
区
切
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る
。

Ｒ
２
．
５
．
２
０

第
１
版

（
例
）

※
濃

厚
接

触
者

は
、
発

熱
・
咳
等
の
あ
る
者
よ
り
優
先
し
て
個
室
管
理
と
す
る
。
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JMAT 研修 基本編 プログラム構成 
 
※講義は、その一部又は全部を事前学習及びその確認（小テスト等の実施）とすることができる。 
 科目 概要 時間 
講
義 

災害医療概論 災害に関する共通理念・言語、災害医療関連制度 
コーディネート機能の下での活動 
DMAT 等との役割分担と連携 
安全確保 

30 分 

JMAT 総論 JMAT 要綱 
日本医師会（JMAT 本部）-都道府県医師会-郡市区医師会に求め
られる役割 
過去事例 
JMAT に求められる役割 

「被災地ＪＭＡＴ」、「支援ＪＭＡＴ」それぞれの役割と連携 
都道府県保健医療調整本部・地域の保健医療調整本部、被災地
のコーディネート機能の下での活動、被災地の医師会との協
働、災害医療コーディネーターとの連携 
DMAT 等との役割分担・連携・円滑な引き継ぎ 
診療内容（発災直後、急性期以降の環境悪化に伴う疾病とその
予防・対応） 
避難者の健康管理（行政職員、支援者等を含む）、医療ニーズ
の有無・探索と内容の把握、在宅・福祉施設等の巡回等 
撤収のあり方（被災地の行政機関（保健所等）や医療機関への
引き継ぎ 

避難所等の環境改善、感染制御 
医薬品・資器材リスト 

30 分 

情報の共有と実際 
 

情報共有の意義：JMAT 活動として、被災地コーディネート機能
下での活動として 

実際：JMAT 活動報告、クロノロジー、EMIS（広域災害・救急
医療情報システム）、衛星携帯電話等、災害診療記録・JSPEED、
避難所アセスメントシート等 

30 分 

講
義 

救護所の運営 受援側、被災地 JMAT としての活動 
所属医師会の災害対応マニュアル、行政との災害時医療救護協定
等（開催地の地域性に応じる） 
行政との連携 
 

30 分 

別掲１ 
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JMAT 研修 基本編 プログラム構成 
 
※講義は、その一部又は全部を事前学習及びその確認（小テスト等の実施）とすることができる。 
 科目 概要 時間 
講
義 

災害医療概論 災害に関する共通理念・言語、災害医療関連制度 
コーディネート機能の下での活動 
DMAT 等との役割分担と連携 
安全確保 

30 分 

JMAT 総論 JMAT 要綱 
日本医師会（JMAT 本部）-都道府県医師会-郡市区医師会に求め
られる役割 
過去事例 
JMAT に求められる役割 

「被災地ＪＭＡＴ」、「支援ＪＭＡＴ」それぞれの役割と連携 
都道府県保健医療調整本部・地域の保健医療調整本部、被災地
のコーディネート機能の下での活動、被災地の医師会との協
働、災害医療コーディネーターとの連携 
DMAT 等との役割分担・連携・円滑な引き継ぎ 
診療内容（発災直後、急性期以降の環境悪化に伴う疾病とその
予防・対応） 
避難者の健康管理（行政職員、支援者等を含む）、医療ニーズ
の有無・探索と内容の把握、在宅・福祉施設等の巡回等 
撤収のあり方（被災地の行政機関（保健所等）や医療機関への
引き継ぎ 

避難所等の環境改善、感染制御 
医薬品・資器材リスト 

30 分 

情報の共有と実際 
 

情報共有の意義：JMAT 活動として、被災地コーディネート機能
下での活動として 

実際：JMAT 活動報告、クロノロジー、EMIS（広域災害・救急
医療情報システム）、衛星携帯電話等、災害診療記録・JSPEED、
避難所アセスメントシート等 

30 分 

講
義 

救護所の運営 受援側、被災地 JMAT としての活動 
所属医師会の災害対応マニュアル、行政との災害時医療救護協定
等（開催地の地域性に応じる） 
行政との連携 
 

30 分 

別掲１ 
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実
習 

被災地における活
動 

講師より下記の内容の概括を述べた後、各テーブルにおいて、自
分たちが「被災地ＪＭＡＴ」となる場合（特に下記の１、２、３
のうち（３）（７）（８）、もしくは「支援ＪＭＡＴ」として被災地
に到着、活動を開始した場合（特に下記の２、３）という前提で
実習をしてもらう 
実習方法（ロールプレイ、グループディスカッション）について
は、１〜３の各講師が決める。 

１．保健医療調整
本部の運営、コー
ディネート機能 

（１）都道府県保健医療調整本部、保健
所（地域保健医療調整本部・地域の拠点）
への登録（コーディネーター側） 
（２）現地のコーディネート機能下での
活動 
（３）災害医療コーディネーターとの連
携 
（４）ＤＭＡＴ等との役割分担・連携・
円滑な引き継ぎ 

２．災害発生直後
お よ び そ れ 以 降
の被災地医師会 

（５）救護所の運営（受援側、被災地Ｊ
ＭＡＴとしての活動） 
（６）在宅患者・要配慮者等の医療ニー
ズの把握と対応 

（他地域からの「支援ＪＭＡＴ」との
連携を含む） 

３．ＪＭＡＴ活動 
（ 特 に 支 援 Ｊ Ｍ
ＡＴとして） 

（１）都道府県保健医療調整本部、保健
所（地域保健医療調整本部・地域の拠点）
への登録（ＪＭＡＴ側） 
（７）避難所等における活動 
※被災地で気を付けなければならない
疾病（熱中症、DVT 等）への対策を含む 
（８）多様な関係者との連携 
（９）撤収（被災地の行政機関（保健所
等）や医療機関への引き継ぎ・挨拶 

 

120
分 

（左
表の
１：
30

分，
２：
40

分、
３：
50

分） 

実
習 

情報の共有・記録 講師より下記の内容の概括を述べた後、各テーブルにおいて実習
をしてもらう 
 

１．ＥＭＩＳ実習 
全グループ同時に実習 ２．Ｊ-ＳＰＥＥＤ

実習 

60 分 
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３．衛星電話・トラ
ンシーバー実習 

例）ＡＢＣ 例）ＤＥＦＧ 

４．クロノロジー 例）ＤＥＦＧ 例）ＡＢＣ 
※３．４.の実習は、Ａ〜Ｃグループは衛星電話実習を先に行い、
その後クロノロジーを実施。 
Ｄ〜Ｇグループはクロノロジーを先に行い、その後衛星電話実習
を行う。 

実
習 

日本医師会への情
報発信、全国の医師
会との情報共有 

講師より下記の内容の概括を述べた後、各テーブルにおいて、自
分たちがＪＭＡＴとして被災地から情報発信をするという前提
で実習をしてもらう（後発のＪＭＡＴ、統括ＪＭＡＴ、日本医師
会や全国の医師会に対し、どのような点に留意して活動報告や各
種情報を作成するべきか） 
JMAT 活動報告 
被災地からの各種情報提供 

30 分 

実
習 

トリアージ 講師より下記の内容の概括を述べた後、各テーブルにおいて実習
をしてもらう 

トリアージタッグ、START 法等の説明含む 
30 分 

実
習 

熱傷・外傷の処置  自地域が被災し、「被災地ＪＭＡＴ」として救護所に出動し
た場合などを想定し、ターニケットの装着実習含む 

 気道熱傷 
 クラッシュシンドローム（圧挫症候群） 
 外傷時の止血法その他災害時の傷病（救護所等でのターニケ

ットの確認・使用法等） 
※他に講義（事前学習可） 

30 分 

講
義 

検視・検案  
30 分 

合計 講義（座学） 
実習 

150
分 

270
分 

修了式 講評、修了証書授与等  
※ 日本医師会生涯教育制度に合わせて原則 30 分単位とする。 
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JMAT 研修 統括 JMAT（先遣 JMAT 機能含む）編 プログラム構成 
 
※講義は、その一部又は全部を事前学習及びその確認（小テスト等の実施）とすることができる。 
 科目 概要 時間 
講
義 

災害関係制度 災害関係法令・諸制度（医療計画上の「災害医療」含む） 
地方自治体独自の制度等 

30 分 

災害医療概論（統括
JMAT 編） 

コーディネート機能、インシデントコマンドシステム、ス
フィアスタンダード 

30 分 

統括 JMAT 総論 JMAT 要綱 
日本医師会（JMAT 本部）-都道府県医師会-郡市区医師会
に求められる役割 
過去事例 
統括 JMAT に求められる役割 

都道府県保健医療調整本部・地域の保健医療調整本部、
被災地のコーディネート機能の下での活動、被災地医師
会との協働、災害医療コーディネーターとの連携 
DMAT 等との役割分担・連携・円滑な引き継ぎ 
診療内容（発災直後、急性期以降の環境悪化に伴う疾病
とその予防・対応） 
避難者の健康管理（行政職員、支援者等を含む）、医療ニ
ーズの有無・探索と内容の把握、在宅・福祉施設等の巡
回等 
情報の共有の意義（別項） 
撤収のあり方（ＪＭＡＴ活動縮小・終了時期の見極め、
被災地関係者等への説明、被災地の行政機関（保健所等）
や医療機関への引き継ぎ等） 

先遣 JMAT 機能 
避難所等の環境改善、感染制御 
派遣準備・JMAT を送り出す側としての役割 

被災地の医師会、現地の統括 JMAT との連携 
必要な診療科・専門領域の把握 
安全確認・移動手段 
派遣された JMAT に対するメンタルヘルス 

他の組織（自衛隊等）との連携 

30 分 

情報の共有と実際 
 

情報共有の意義：JMAT 活動として、被災地コーディネー
ト活動としての情報収集 
 実際：JMAT 活動報告、EMIS（広域災害・救急医療情

30 分 

別掲２ 
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JMAT 研修 統括 JMAT（先遣 JMAT 機能含む）編 プログラム構成 
 
※講義は、その一部又は全部を事前学習及びその確認（小テスト等の実施）とすることができる。 
 科目 概要 時間 
講
義 

災害関係制度 災害関係法令・諸制度（医療計画上の「災害医療」含む） 
地方自治体独自の制度等 

30 分 

災害医療概論（統括
JMAT 編） 

コーディネート機能、インシデントコマンドシステム、ス
フィアスタンダード 

30 分 

統括 JMAT 総論 JMAT 要綱 
日本医師会（JMAT 本部）-都道府県医師会-郡市区医師会
に求められる役割 
過去事例 
統括 JMAT に求められる役割 

都道府県保健医療調整本部・地域の保健医療調整本部、
被災地のコーディネート機能の下での活動、被災地医師
会との協働、災害医療コーディネーターとの連携 
DMAT 等との役割分担・連携・円滑な引き継ぎ 
診療内容（発災直後、急性期以降の環境悪化に伴う疾病
とその予防・対応） 
避難者の健康管理（行政職員、支援者等を含む）、医療ニ
ーズの有無・探索と内容の把握、在宅・福祉施設等の巡
回等 
情報の共有の意義（別項） 
撤収のあり方（ＪＭＡＴ活動縮小・終了時期の見極め、
被災地関係者等への説明、被災地の行政機関（保健所等）
や医療機関への引き継ぎ等） 

先遣 JMAT 機能 
避難所等の環境改善、感染制御 
派遣準備・JMAT を送り出す側としての役割 

被災地の医師会、現地の統括 JMAT との連携 
必要な診療科・専門領域の把握 
安全確認・移動手段 
派遣された JMAT に対するメンタルヘルス 

他の組織（自衛隊等）との連携 

30 分 

情報の共有と実際 
 

情報共有の意義：JMAT 活動として、被災地コーディネー
ト活動としての情報収集 
 実際：JMAT 活動報告、EMIS（広域災害・救急医療情

30 分 

別掲２ 

報システム）、衛星携帯電話等、 
J-SPEED、避難所アセスメントシート等 

実
習 

被災地における活動
（統括編） 

 

１．保健医療調整
本部の運営、
コ ー デ ィ ネ
ート機能 

（１）都道府県保健医療調整本部、
保健所（地域保健医療調整本部・地
域の拠点）における会議等への参画
（調整本部ロジスティクスチーム側
の視点より） 
（２）災害医療コーディネーターと
の連携 
（３）DMAT 等との役割分担・連携・
円滑な引き継ぎ（調整本部ロジステ
ィクスチーム側の視点より） 
（４）日本赤十字社、日本災害医学
会その他多様な関係者との連携（調
整本部ロジスティクスチーム側の視
点より） 
（５）DHEAT（先遣・統括 JMAT と
してどのように地域拠点で連携すべ
きかについて） 
（６）その他、都道府県災害医療コ
ーディネート研修参照 

２．統括ＪＭＡＴ
活動 

（７）都道府県保健医療調整本部、
保健所（地域保健医療調整本部・地
域の拠点）における会議等への参画
（統括 JMAT 側の視点より） 
（８）避難所、在宅患者・要配慮者
等の状況把握 
（９）DMAT との役割分担・連携・
円滑な引き継ぎ、多様な保健医療チ
ームや関係者との連携（統括 JMAT
側の視点より） 
（１０）日本赤十字社、日本災害医
学会その他多様な関係者との連携
（統括 JMAT 側の視点より） 
（１１）医療ニーズの把握、分析、
評価、JMAT の派遣ニーズの判断 

120 分 
１．：
60 分 
２．：
60 分 
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実
習 

情報の共有・記録 特に、保健医療チームの派遣調整拠点に詰める立場で、
EMIS の情報をどう読み解き、分析すべきかに焦点を当て
る。 

１．EMIS 実習 
全グループ同時に実習 

２．J-SPEED 実習 
３．衛星電話・ト
ランシーバー実習 

例）ＡＢＣ 例）ＤＥＦＧ 

４．クロノロジー 例）ＤＥＦＧ 例）ＡＢＣ 
※３．４.の実習はＡ〜Ｃグループは衛星電話実習を先に行
い、その後クロノロジーを実施。 
Ｄ〜Ｇグループはクロノロジーを先に行い、その後衛星電
話実習を行う。 

90 分 
１．30

分 
２．20

分 
３．20

分 
４．20

分 

実
習 

日本医師会への情報
発信、全国の医師会と
の情報共有 

JMAT 活動報告 
被災地からの各種情報提供 

統括 JMAT としての情報発信、各 JMAT に対する情報発
信のあり方の助言 

30 

合計 講義（座学） 
実習 

120 
240 

修了式 講評、修了証書授与、記念撮影等  
※ 日本医師会生涯教育制度に合わせて 30 分単位とする。 
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実
習 

情報の共有・記録 特に、保健医療チームの派遣調整拠点に詰める立場で、
EMIS の情報をどう読み解き、分析すべきかに焦点を当て
る。 

１．EMIS 実習 
全グループ同時に実習 

２．J-SPEED 実習 
３．衛星電話・ト
ランシーバー実習 

例）ＡＢＣ 例）ＤＥＦＧ 

４．クロノロジー 例）ＤＥＦＧ 例）ＡＢＣ 
※３．４.の実習はＡ〜Ｃグループは衛星電話実習を先に行
い、その後クロノロジーを実施。 
Ｄ〜Ｇグループはクロノロジーを先に行い、その後衛星電
話実習を行う。 

90 分 
１．30

分 
２．20

分 
３．20

分 
４．20

分 

実
習 

日本医師会への情報
発信、全国の医師会と
の情報共有 

JMAT 活動報告 
被災地からの各種情報提供 

統括 JMAT としての情報発信、各 JMAT に対する情報発
信のあり方の助言 

30 

合計 講義（座学） 
実習 

120 
240 

修了式 講評、修了証書授与、記念撮影等  
※ 日本医師会生涯教育制度に合わせて 30 分単位とする。 

 

JMAT 研修 ロジスティクス編 
 
１-１．学習目標 
 災害時、JMAT（日本医師会災害医療チーム）の派遣／受入を担う医師会活動におい

て、被災地の医師会や都道府県保健医療調整本部・地域拠点との関係、地域拠点にお
けるミーティング、J-speed、支援・受援等、ロジスティクスの役割を果たすことが
できるようになる。 
 

１-２．対象者 
 医師：ロジスティクスの育成・指導を担う立場で受講 
 医師会・医療機関の事務職員：現地に到着した JMAT の一員としての業務調整、都道

府県医師会における JMAT の派遣・受け入れを担う立場で受講 
 看護職員、救急救命士や臨床検査技師等の医療関係職種：主に現地に到着した JMAT

で業務調整を担う立場として受講 
 
１-３．インストラクター 
 医師会役員、医師会ロジスティクス担当者（過去の災害対応経験者等）：医師会活動

として何が求められるか 
 DMAT 関係者、日本災害医学会関係者、日本赤十字社関係者、災害関係委員会委員：

災害医療の専門家（医師会活動や医師会の役割への理解が深い者） 
 必要に応じて、⻭科医師、薬剤師、看護職員やその他の医療従事者、介護・福祉関係

者、保健・栄養関係者：多職種連携 
※ 一つの所属に絞るのではなく、インストラクター同士や受講者・研修開催医師会と

の「顔の見える関係」の醸成も目指す。 
※ 職種・資格は問わず、資質・経験を基に選任 

 
１-４．プログラムの構成 
 講義（座学）と実習の組み合わせにより行う。 
 各都道府県医師会等が開催する研修では、講義（座学）は、その一部又は全部を事前

学習及びその確認（小テスト等の実施）の組み合わせとすることを認める。 
 

１-５．進め方 
 令和元年度中に、日本医師会において４７都道府県医師会担当役員・ロジスティクス

担当向けに研修会を開催し、各都道府県医師会等で開催する研修の基本とする。同時
に、課題の抽出・プログラムの見直しを行う。 

 講義（座学）は録画して都道府県医師会に提供し、地域で開催する研修の受講者が事
前に学習できるようにする。 

 医師の受講者については、日本医師会生涯教育制度の対象とする。 

別掲３ 
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JMAT 研修 ロジスティクス編 プログラム構成 
※講義は、その一部又は全部を事前学習及びその確認（小テスト等の実施）とすることができる。 
 科目 概要 時間 
講
義 

災害医療概論  災害に関する共通理念・言語、災害医療関連制度、ICS（イン
シデントコマンドシステム）、スフィアスタンダード 

 コーディネート機能の下での活動 
 DMAT 等の他の医療チーム、関係団体等との役割分担と連携 
 安全確保 

30 分 

JMAT ロジステ
ィクス総論 

 JMAT 要綱 
 日本医師会（JMAT 本部）-都道府県医師会-郡市区医師会に求

められる役割 
 過去事例 
 JMAT に求められる役割 
 「被災地ＪＭＡＴ」、「支援ＪＭＡＴ」それぞれの役割と連携 
 都道府県保健医療調整本部・地域の保健医療調整本部、被災

地のコーディネート機能の下での活動、被災地の医師会との
協働（支援ＪＭＡＴ）、災害医療コーディネーターとの連携 

 DMAT 等との役割分担・連携・円滑な引き継ぎ 
 診療内容（発災直後、急性期以降の環境悪化に伴う疾病とそ

の予防・対応） 
 避難者の健康管理（行政職員、支援者等を含む）、医療ニーズ

の有無・探索と内容の把握、在宅・福祉施設等の巡回等 
 撤収のあり方（被災地の行政機関（保健所等）や医療機関へ

の引き継ぎ 
 避難所等の環境改善、感染制御 
 医薬品・資器材リスト 

30 分 

情 報 の 共 有 と
実際 
 

情報共有の意義：JMAT 活動及び被災地コーディネート機能下での
活動として＜ロジスティクスとしての＞ 

クロノロジー、EMIS（広域災害救急医療情報システム）、衛星携
帯電話等、災害診療記録・J-SPEED、避難所アセスメントシート
等 

30 分 

実
習 

本部機能 ロジスティクスとして求められるもの 
※下記の内容のうち半数以上の内容とする 
＜被災地ＪＭＡＴ、支援ＪＭＡＴ共通＞ 
 災害発生直後の対応：情報収集、登録ＪＭＡＴへの待機要請、

都道府県医・日医災害時情報共有システム（オクレンジャー） 

90 分 
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JMAT 研修 ロジスティクス編 プログラム構成 
※講義は、その一部又は全部を事前学習及びその確認（小テスト等の実施）とすることができる。 
 科目 概要 時間 
講
義 

災害医療概論  災害に関する共通理念・言語、災害医療関連制度、ICS（イン
シデントコマンドシステム）、スフィアスタンダード 

 コーディネート機能の下での活動 
 DMAT 等の他の医療チーム、関係団体等との役割分担と連携 
 安全確保 

30 分 

JMAT ロジステ
ィクス総論 

 JMAT 要綱 
 日本医師会（JMAT 本部）-都道府県医師会-郡市区医師会に求

められる役割 
 過去事例 
 JMAT に求められる役割 
 「被災地ＪＭＡＴ」、「支援ＪＭＡＴ」それぞれの役割と連携 
 都道府県保健医療調整本部・地域の保健医療調整本部、被災

地のコーディネート機能の下での活動、被災地の医師会との
協働（支援ＪＭＡＴ）、災害医療コーディネーターとの連携 

 DMAT 等との役割分担・連携・円滑な引き継ぎ 
 診療内容（発災直後、急性期以降の環境悪化に伴う疾病とそ

の予防・対応） 
 避難者の健康管理（行政職員、支援者等を含む）、医療ニーズ

の有無・探索と内容の把握、在宅・福祉施設等の巡回等 
 撤収のあり方（被災地の行政機関（保健所等）や医療機関へ

の引き継ぎ 
 避難所等の環境改善、感染制御 
 医薬品・資器材リスト 

30 分 

情 報 の 共 有 と
実際 
 

情報共有の意義：JMAT 活動及び被災地コーディネート機能下での
活動として＜ロジスティクスとしての＞ 

クロノロジー、EMIS（広域災害救急医療情報システム）、衛星携
帯電話等、災害診療記録・J-SPEED、避難所アセスメントシート
等 

30 分 

実
習 

本部機能 ロジスティクスとして求められるもの 
※下記の内容のうち半数以上の内容とする 
＜被災地ＪＭＡＴ、支援ＪＭＡＴ共通＞ 
 災害発生直後の対応：情報収集、登録ＪＭＡＴへの待機要請、

都道府県医・日医災害時情報共有システム（オクレンジャー） 

90 分 

※実習が困難な場合は動画視聴に代えてよいものとする 
 日本医師会、被災地医師会、関係行政機関、関係団体（四師会、

ＪＲＡＴ地域支部その他医療関係職能団体・学会等）、医師会災
害関係委員会委員や連携しているＤＭＡＴ・災害拠点病院との
関係者との連絡 

 初期段階のＪＭＡＴの編成、待機 
 ＪＭＡＴ本部サイト（日本医師会）：ＪＭＡＴ参加者の登録、必

要な資料の入手、クロノロジーへの入力・閲覧、各ＪＭＡＴの
派遣カレンダーの確認等 ※実習が困難な場合は動画視聴に代
えてよいものとする 

 ＪＭＡＴ派遣に当たっての各種手配（医薬品・資器材、交通手
段（航空機、レンタカー等）、移動ルート確認、宿泊手配等 

 連続的な派遣の調整 
 
＜被災地ＪＭＡＴ＞ 
 被災地の都道府県医師会として、保健医療調整本部、地域拠点

への参画（郡市区医師会への参画要請） 
 支援ＪＭＡＴや被災地外の都道府県医師会からの職員派遣支援

等の受入 
実
習 

被 災 地 に お け
る活動 

※2020 年 1 月 13 日に開催した JMAT 研修では、「2.災害発生直後
およびそれ以降の被災地医師会」の内容を、「本部機能」の科目に
移動させプログラムを変更して実施した。 
 
※下記の内容のうち半数以上の内容とする 

１．保健医療調整
本部の運営、コー
ディネート機能 

（１）都道府県保健医療調整本部、保健所（地
域保健医療調整本部・地域の拠点）への登録
（コーディネーター側） 
（２）現地のコーディネート機能下での活動 
（３）災害医療コーディネーターとの連携 
（４）ＤＭＡＴ等との役割分担・連携・円滑
な引き継ぎ 

２．災害発生直後
およびそれ以降の
被災地医師会 

（５）救護所の運営（受援側、被災地ＪＭＡ
Ｔとしての活動） 
（６）在宅患者・要配慮者等の医療ニーズの
把握と対応 
（他地域からの「支援ＪＭＡＴ」との連携を

含む） 
３．ＪＭＡＴ活動 
（特に支援ＪＭＡ

（７）都道府県保健医療調整本部、保健所（地
域保健医療調整本部・地域の拠点）への登録

120
分 
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Ｔとして） （ＪＭＡＴ側） 
（８）避難所等における活動 
（９）多様な関係者との連携 
（１０）撤収（被災地の行政機関（保健所等）
や医療機関への引き継ぎ・挨拶 

 

実
習 

情報の共有・記
録 

ロジスティクスを前提とした内容とする 
１．ＥＭＩＳ実習 

全グループ同時に実習 ２．Ｊ-ＳＰＥＥＤ
実習 
３．衛星電話・トラ
ンシーバー実習 

例）ＡＢＣ 例）ＤＥＦＧ 

４．クロノロジー 例）ＤＥＦＧ 例）ＡＢＣ 
※３．４.の実習はＡ〜Ｃグループは衛星電話実習を先に行い、その
後クロノロジーを実施。 
Ｄ〜Ｇグループはクロノロジーを先に行い、その後衛星電話実習を
行う。 

60 分 

実
習 

日 本 医 師 会 へ
の情報発信、全
国 の 医 師 会 と
の情報共有 

※実習が困難な場合は動画視聴に代えてよいものとする 
JMAT 本部サイト、都道府県医・日医災害時情報共有システム（オ
クレンジャー）の活用 
 JMAT 活動報告（ロジスティクスとして） 
 被災地からの各種情報提供 

30 分 

講
義 

Ｊ Ｍ Ａ Ｔ 派 遣
終了後の活動 

 活動記録や課題の集約 
 災害救助法や都道府県知事との協定に基づく請求事務 

30 分 

講
義 

地 域 医 療 の 復
旧 

 厚生労働省・中小企業庁等の国庫補助事業、地方単独事業の概
要、請求プロセス 

30 分 

合計 講義（座学） 
実習 

150
分 

300
分 

修了式 講評、修了証書授与等  
※ 日本医師会生涯教育制度に合わせて原則 30 分単位とする。 
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Ｔとして） （ＪＭＡＴ側） 
（８）避難所等における活動 
（９）多様な関係者との連携 
（１０）撤収（被災地の行政機関（保健所等）
や医療機関への引き継ぎ・挨拶 

 

実
習 

情報の共有・記
録 

ロジスティクスを前提とした内容とする 
１．ＥＭＩＳ実習 

全グループ同時に実習 ２．Ｊ-ＳＰＥＥＤ
実習 
３．衛星電話・トラ
ンシーバー実習 

例）ＡＢＣ 例）ＤＥＦＧ 

４．クロノロジー 例）ＤＥＦＧ 例）ＡＢＣ 
※３．４.の実習はＡ〜Ｃグループは衛星電話実習を先に行い、その
後クロノロジーを実施。 
Ｄ〜Ｇグループはクロノロジーを先に行い、その後衛星電話実習を
行う。 

60 分 

実
習 

日 本 医 師 会 へ
の情報発信、全
国 の 医 師 会 と
の情報共有 

※実習が困難な場合は動画視聴に代えてよいものとする 
JMAT 本部サイト、都道府県医・日医災害時情報共有システム（オ
クレンジャー）の活用 
 JMAT 活動報告（ロジスティクスとして） 
 被災地からの各種情報提供 

30 分 

講
義 

Ｊ Ｍ Ａ Ｔ 派 遣
終了後の活動 

 活動記録や課題の集約 
 災害救助法や都道府県知事との協定に基づく請求事務 

30 分 

講
義 

地 域 医 療 の 復
旧 

 厚生労働省・中小企業庁等の国庫補助事業、地方単独事業の概
要、請求プロセス 

30 分 

合計 講義（座学） 
実習 

150
分 

300
分 

修了式 講評、修了証書授与等  
※ 日本医師会生涯教育制度に合わせて原則 30 分単位とする。 
 

別掲４
日医発第 618 号（地 223）

 令 和 元 年 ９ 月 １ ２ 日  

○○○医師会 会長  殿 

（ラグビーワールドカップ 2019 開催地の都道府県医師会・郡市医師会へ送付） 

日本医師会会長 

横 倉 義 武

特殊災害事案発生時のワンストップ窓口開設のご案内 

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、「ラグビーワールドカップ 2019」が本年 9 月 20 日より開幕されます。競

技会場やその周辺地域におけるテロリズム等による特殊災害の発生が起きる可能

性があり、日本医師会としても万全の体制で臨まなければなりません。 

そこで日本医師会では、競技場内医務室出務者や競技場周辺の医療機関を対象

に、特殊災害事案発生時の電話相談窓口（以下、ワンストップ窓口）を開設する

ことといたしました。安全かつ確実に初期対応（安全確保、防護、除染、処置投

薬、隔離など）を行うための支援や助言を専門家から提供することを目的として

おります。詳細は別紙をご確認下さいますようよろしくお願い申し上げます。 

つきましては、貴会におかれましても、本件についてご了知いただくとともに、

貴会管下会員等への周知方につき、ご高配のほどよろしくお願い申し上げます。 

追って、ワンストップ窓口をご利用される競技場内医務室出務者および競技場

周辺の医療機関向けの利用の手引きを後日お送りする予定です。 

なお、本会より直接、ラグビーワールドカップ 2019 開催地の郡市医師会長宛に

も本窓口開設のご案内をお送りしていることを申し添えます。 
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別紙 

―ラグビーワールドカップ 2019 マスギャザリング対策― 

特殊災害事案発生時のワンストップ窓口のご利用について 

 

ワンストップ窓口とは 

 特殊な災害の医療対応について、救急・災害医療の専門家に相談できる一元

化された窓口です。マスギャザリング（集団形成）はテロのターゲットになり

得ることから、常に特殊な災害の発生も考慮した対応が求められます。本窓口

は、医療対応の最前線となる会場医務室出務者に、疑い例を含む CBRNE 災害に

対して専門家の助言・支援を提供します。 

 

名称 日本医師会ワンストップ窓口 

相談電話番号 03- -  

受付日時 
2019 年 9 月 20 日（金）～令和元年 11月 2 日（土） 

試合開始予定 1時間前～試合終了 1時間後まで 

ご利用対象者 
ラグビーワールドカップ 2019 競技場内医務室出務者 

競技場周辺の医療機関 

 

 

ワンストップ窓口への相談対象となるケースの例 

 核・放射性物質、生物剤、化学物質、爆発物などによるテロ行為の情報 

 爆発物や放置物の情報および異常な音や臭いを伴う事案の発生 

 短期間に同一症状で複数の傷病者が発生 

 稀な症状や原因不明の疾患が発生 

 消化器症状や呼吸器症状、皮膚・粘膜症状などを呈する複数の傷病者が発生 

など 
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別紙 

―ラグビーワールドカップ 2019 マスギャザリング対策― 

特殊災害事案発生時のワンストップ窓口のご利用について 

 

ワンストップ窓口とは 

 特殊な災害の医療対応について、救急・災害医療の専門家に相談できる一元

化された窓口です。マスギャザリング（集団形成）はテロのターゲットになり

得ることから、常に特殊な災害の発生も考慮した対応が求められます。本窓口

は、医療対応の最前線となる会場医務室出務者に、疑い例を含む CBRNE 災害に

対して専門家の助言・支援を提供します。 

 

名称 日本医師会ワンストップ窓口 

相談電話番号 03- -  

受付日時 
2019 年 9 月 20 日（金）～令和元年 11月 2 日（土） 

試合開始予定 1時間前～試合終了 1時間後まで 

ご利用対象者 
ラグビーワールドカップ 2019 競技場内医務室出務者 

競技場周辺の医療機関 

 

 

ワンストップ窓口への相談対象となるケースの例 

 核・放射性物質、生物剤、化学物質、爆発物などによるテロ行為の情報 

 爆発物や放置物の情報および異常な音や臭いを伴う事案の発生 

 短期間に同一症状で複数の傷病者が発生 

 稀な症状や原因不明の疾患が発生 

 消化器症状や呼吸器症状、皮膚・粘膜症状などを呈する複数の傷病者が発生 

など 

  

 

ワンストップ窓口概略図 

 

日本医師会ワンストップ窓口 

03- -  
・杏林大学医学部付属病院 

・日本医科大学付属病院   の救命救急センターの医師が対応いたします。 

・帝京大学医学部附属病院 

競技場内医務室出務者 競技場周辺の医療機関 

二次専門機関 
※必要に応じてワンストップ窓口の担当者が 

二次専門機関に相談いたします。 

 

・元量子科学技術研究開発機構放射線医学総合研究所理事 

・国立感染症研究所 

・（同）感染症疫学センター 

・日本中毒情報センター 

・産業技術総合研究所 
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現場活動
医師

－ラグビーワールドカップ2019 マスギャザリング対策－
窓口担当医(当番医)のための「ワンストップ窓口：対応の手引き」

ワンストップ窓口とは：
特殊な災害の医療対応について、救急・災害医療の専門家に相談できる一元化された窓口です。
マスギャザリング（集団形成）はテロのターゲットになり得ることから、常に特殊な災害の発
生も考慮した対応が求められます。本窓口は、ラストマイルやファンゾーン等の会場外医務室
出務者、開催地郡市医師会役員や会場周辺医療機関医師（会場内を除く現場活動医師）に、疑
い例を含むCBRNE災害に対して専門家の助言・支援を提供します。

対象となるケース：

事案対応の概略図：

現場活動医師には、傷病者の有無を問わず、以下のような特殊災害が疑われる事案を窓口への
相談対象としています。

核・放射性物質、生物剤、化学物質、爆発物などによるテロ行為の情報
爆発物や放置物の情報および異常な音や臭いを伴う事案の発生
短期間に同一症状で複数の傷病者が発生
稀な症状や原因不明の疾患が発生
消化器症状や呼吸器症状、皮膚・粘膜症状などを呈する複数の傷病者が発生

当該医師がこれらの事案を疑うと、以下の手順に従い窓口へ相談することが推奨されています。
多くの医師は災害医療について初心者であることが想定されるため、オーバートリアージは許
容して頂くようお願いします。
初期対応（防護、処置、隔離、除染、薬剤投与）などについて、事案に応じたご助言を頂き、
専門的な判断が必要な場合には二次専門機関への相談を取り次いでください。

現場活動医師には、第一段階としてMETHANEに沿った情報の収集・共有を推奨しています。

窓口担当
医師 二次専門機関

相談
適宜相談

助言, 支援

医療
責任者

日本医師会
ワンストップ窓口
03- -

（アドバイサリー）

日本医師会担当適宜
報告相談

（担当委員会委員長・担当理事）

ファンゾーン
ラストマイル
周辺医療機関など

＜注意！＞
今回「競技会場内からの問い合わせは
対象外」となっておりますのでご注意
ください。

別掲６
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担当医師の待機について：

業務内容について：

担当医師の待機については、下記に沿った対応をお願いします。
【待機時間】
当番日の試合開始予定1時間前から試合終了1時間後までです。

【待機場所】
専用携帯電話で常時通話できる環境に待機してください。

【待機環境】
情報収集手段および関係各所との連絡手段として、テレビ、インターネット、専用携帯
電話以外の電話および連絡ツールなどが使える環境を整えてください。
本手順書や連絡先一覧を入れたファイルは、常に確認できる場所に配置してください。

【専用電話】
初回担当日までに通信状況の確認を行ってください。
担当時間外は電源をoffにしてください。
窓口への電話は、当番施設の専用携帯電話に転送されます。その際、番号通知は、窓口
電話番号ではなくかけたご本人の番号になります。
まれにFAXが入電してしまうことがあります。大変申し訳ありませんが、その際には電話
を切ってください。

担当医師の業務については、以下の内容に沿った対応をお願いいたします。

まず、119/110番と上位者への通報済であることを確認してください。

現場活動医師には、事案の覚知者になった場合に119/110番通報と上位者への報告が優
先される(危機対応のスイッチを入れる)ことを伝えていますが、連絡が入った際は必ず
確認をお願いします。

主たる役割は、現場活動医師が安全かつ確実に初期対応（安全確保、防護、除染、処置投薬、
隔離など）を行うために、支援・助言を提供することです。

相談者には自身と周囲の安全確保を最優先にした活動を促してください。
ご自身で回答できる内容の相談には、そのままご対応ください。
判断に迷う場合や、本格的なCBRNE災害事案の発生時には、当該領域の二次専門機関
と密に連携を図って対応してください（主な連絡先は別紙および専用携帯電話に収載
されています）。
現場活動医師は、当該事案に不慣れであることが想定されます。そのため、会場から
情報を引き出し整理したうえで二次専門機関に相談することも期待される大きな役割
となることをご理解ください。

各試合ごとに、連絡の有無や相手、相談内容など、活動内容の記録を残してください。
配布したエクセルファイル様式に従い、詳細に記録頂きますようお願いします。
後日回収のうえ事後検証に使用させていただきますので、予めご了承ください。

必要に応じて日本医師会救急災害医療対応委員会委員長および同担当理事と情報共有を図っ
てください。

開催期間中に、運用や実務に伴って問題が生じた際（例：窓口電話の不通、緊急連絡）や不
明な点がある際は日本医師会救急災害医療対策委員会委員長までご連絡ください。

その他：

Ver.1.1

基礎情報：

曜日
金曜日

活動情報：

相談事案( )件

相談事案( )件

相談事案( )件

活動のクロノロジー： スペース不足や複数事案に対応した場合は予備の用紙を使用してください。

2019/9/20 19:45

別掲７

ラグビーワールドカップ2019 ワンストップ窓口 当番施設活動記録

開催日 試合開始予定 試合終了時間 活動(待機)終了時間

会場 会場住所 医務室電話番号
東京スタジアム 調布市西町376-3
対戦国
日本対ロシア
当番施設 当番医
杏林大学医学部付属病院高度救命救急センター

時間 相手 相談内容/活動内容/その他

会場医務室からの相談 「あり」の場合

その他の相談 「あり」の場合

二次医療機関への相談 「あり」の場合

自由記載欄： 課題、改善すべき点、その他、気が付いたことなどがあれば何でも自由にご記載ください。

会場医務室からの相談と同一案件

会場医務室からの相談と同一案件

なし あり

なし あり

なし あり
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会場医務室からの相談 「あり」の場合

その他の相談 「あり」の場合

二次医療機関への相談 「あり」の場合

自由記載欄： 課題、改善すべき点、その他、気が付いたことなどがあれば何でも自由にご記載ください。

会場医務室からの相談と同一案件
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